






報告書（継紙）

「統計データが示す人口の未来の作り方」

１．「なぜ過疎が進むのか」原因アプローチから逃げずに解決を導く。

◯合計特殊出生率が高いエリアほど少子化していないということは言え

ない。岩手県のように出生率が高いエリアほど出生数が減少している。

◯社会減エリアでは男性より女性が減っている。

◯社会減エリアから減少している人口は、20代前半の就職期人口に集中

している。

◯若い女性が去り行く社会減エリアに人口の未来はない。

◯人口の未来は「令和時代の女性に選ばれる雇用」にある。

◯2013-23年の10年間で最も少子化しなかったのは1位東京都、2位大阪

府だった。なぜか。

◯都市部では地方からの未婚女性の転出超過だけで出生率は上昇する。

子育て支援等の「既婚者支援対策」とは無関係に上昇した。

◯コロナ前の10年間、社会減37エリア（47都道府県中）平均で男性の

1.3倍の女性が減っている。男性は多く出るが戻りやすい、女性は男性

より少なく出るが一度出ると地元に戻らない傾向が強い。

◯社会減エリアは男性より女性が減少し、社会増エリアは男性より女性が

増加ことが特徴。女性に強いエリアは過疎化しない。

２．地域少子化対策（＝過疎化対策）が「雇用問題」であること理解し動く。

そんなエリアが生き残る。

◯人口の未来は「令和時代の女性に選ばれる雇用」にある。

◯えるぼし認定企業（女性の活躍を推進している企業）の48%が東京に

集中している。

◯東京都の企業は、女性採用の努力が突き抜けている。

◯共働き世帯（2023年）71%の現在、男女ともに経済的自立を保ちつつ

支え合える社会に変わらなくては日本の未婚化＝人口減は止まらない。

３．採用改革が女性定着の一丁目一番地である。東京圏、大阪、福岡は女性

採用競争力が高いが他のエリアは逃している。その差は。

◯業種・職種に関係なくIT化、DXを推進し男女比を同じくする。




















